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第216回滑川町議会定例会　審議結果

訂正とお詫び

滑川町教育委員会教育長が決定しました
　
今
年
三
月
定
例
議
会
に
お
い
て
、

馬
場
敏
男
氏
が
新
し
い
教
育
長
と
し

て
任
命
承
認
さ
れ
、
四
月
一
日
か
ら

新
教
育
長
と
な
り
ま
し
た
。

【
略
歴
】
平
成
１８
年 

福
田
小
学
校
教
諭

／
平
成
１９
年 

滑
川
町
教
育
委
員
会
事
務

局
指
導
主
事
／
平
成
２２
年 

月
の
輪
小
学

校
教
頭
／
平
成
２６
年 

月
の
輪
小
学
校
校

長
／
平
成
３０
年 

埼
玉
県
教
育
局
小
中
学

校
人
事
課
長

　議会だより132号２頁の第215回滑川町議会定例会審議結果について、「議案第88号、89号」は議案第86、87号と
内容が重複しておりました。お詫びして訂正させていただきます。
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第２１６回
定例会　第２１６回３月定例会は、３月５日から１３日までの会期で開会され、平成３１年度予算

を中心に審議を行い、原案どおり可決されました。

議案番号 件　　名 結　果

議案第１号 滑川町税条例の一部を改正する条
例の制定について 原案可決(賛成全員）

議案第２号
滑川町指定居宅介護支援等の事業
の人員及び運営に関する基準等を
定める条例の一部を改正する条例
の制定について

原案可決(賛成全員）

議案第３号
滑川町子育て支援センター条例の
一部を改正する条例の制定につい
て

原案可決(賛成全員）

議案第４号
滑川町エコミュージアムセンター
条例の一部を改正する条例の制定
について

原案可決(賛成全員）

議案第５号
滑川町布設工事監督者の配置基準
及び資格基準並びに水道技術管理
者の資格基準に関する条例の一部
を改正する条例の制定について

原案可決(賛成全員）

議案第６号 平成30年度滑川町一般会計補正予
算（第４号）の議定について 原案可決(賛成全員）

議案第７号
平成30年度滑川町国民健康保険特
別会計補正予算（第４号）の議定
について

原案可決(賛成全員）

議案第８号
平成30年度滑川町介護保険特別会
計補正予算（第２号）の議定につ
いて

原案可決(賛成全員）

議案第９号
平成30年度滑川町後期高齢者医療
特別会計補正予算（第３号）の議
定について

原案可決(賛成全員）

議案第10号
平成30年度滑川町下水道事業特別
会計補正予算（第３号）の議定に
ついて

原案可決(賛成全員）

議案第11号
平成30年度滑川町農業集落排水事
業特別会計補正予算（第３号）の
議定について

原案可決(賛成全員）

議案第12号
平成30年度滑川町浄化槽事業特別
会計補正予算（第３号）の議定に
ついて

原案可決(賛成全員）

議案第13号 平成30年度滑川町水道事業会計補
正予算（第４号）の議定について 原案可決(賛成全員）

議案第14号 平成31年度滑川町一般会計予算の
議定について 原案可決(賛成全員）

議案第15号 平成31年度滑川町国民健康保険特
別会計予算の議定について 原案可決(賛成全員）

議案番号 件　　名 結　果

議案第16号 平成31年度滑川町介護保険特別会
計予算の議定について 原案可決(賛成全員）

議案第17号 平成31年度滑川町後期高齢者医療
特別会計予算の議定について 原案可決(賛成全員）

議案第18号 平成31年度滑川町下水道事業特別
会計予算の議定について 原案可決(賛成全員）

議案第19号 平成31年度滑川町農業集落排水事
業特別会計予算の議定について 原案可決(賛成全員）

議案第20号 平成31年度滑川町浄化槽事業特別
会計予算の議定について 原案可決(賛成全員）

議案第21号 平成31年度滑川町水道事業会計予
算の議定について 原案可決(賛成全員）

議案第22号 滑川町コミュニティセンターの指
定管理者の指定について 原案可決(賛成全員）

議案第23号 滑川町伊古の里の指定管理者の指
定について 原案可決(賛成全員）

議案第24号 町道路線の廃止について 原案可決(賛成全員）
議案第25号 町道路線の認定について 原案可決(賛成全員）

議案第26号 滑川町教育委員会教育長の任命に
ついて 同意（賛成全員）

諮問第１号 滑川町人権擁護委員候補者の推薦
について 同意（賛成全員）

諮問第２号 滑川町人権擁護委員候補者の推薦
について 同意（賛成全員）

馬場敏男 教育長



　
平
成
３１
年
度
予
算
が
、
こ
れ
ま
で
の
吉
田
町
政
の
特
色
で
あ

る
「
住
民
目
線
」
の
政
策
が
随
所
に
反
映
さ
れ
た
予
算
で
あ

り
、
こ
れ
ら
政
策
の
益
々
の
発
展
を
望
む
。
し
か
し
、
一
点
、

納
得
の
い
か
な
い
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
町
の
将
来
に
わ
た

る
大
き
な
問
題
と
し
て
総
括
的
に
取
り
上
げ
た
い
。
埼
玉
中
部

資
源
循
環
組
合
の
ご
み
焼
却
場
建
設
計
画
に
、
来
年
度
の
町
の

負
担
は
２
，７
１
８
万
６
，０
０
０
円
に
も
な
っ
て
い
る
。
昨
年

９
月
に
こ
の
新
ご
み
処
理
施
設
建
設
に
対
し
て
建
設
の
差
し
止

め
を
求
め
住
民
ら
が
提
訴
し
た
。
住
民
側
は
大
串
地
区
に
新
ご

み
処
理
施
設
を
建
設
す
る
こ
と
は
和
解
条
項
に
反
す
る
と
し
て

い
る
。
私
は
、
こ
の
建
設
は
住
民
合
意
が
前
提
で
あ
る
と
考
え

る
。
ま
し
て
や
「
和
解
条
項
違
反
」
と
な
れ
ば
、
司
法
の
判
断

は
五
分
五
分
だ
。
訴
訟
リ
ス
ク
を
抱
え
て
計
画
を
進
め
る
こ
と

は
あ
ま
り
に
も
危
険
だ
。
ま
た
、
付
帯
施
設
建
設
は
「
地
元
対

策
の
目
的
」
と
し
て
い
る
が
、
一
方
で
裁
判
を
起
こ
さ
れ
、
一

方
で
地
元
対
策
と
称
し
て
組
合
が
施
設
を
つ
く
る
。
町
の
税
金

を
他
の
町
の
人
の
た
め
に
使
う
と
い
う
の
は
税
の
原
則
か
ら
も

外
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
本
計
画
の
建
設
費
２
６
３
億
円
、
20

年
間
の
運
営
費
１
９
３
億
円
。
合
計
約
４
５
７
億
円
は
他
の
施

設
計
画
と
比
べ
て
も
非
常
に
割
高
で
、
こ
れ
に
増
大
に
な
る
輸

送
費
も
加
わ
る
。
町
の
財
政
を
脅
か
す
施
設
建
設
は
再
度
、
検

討
す
べ
き
だ
。

　
様
々
な
指
摘
を
い
た
だ
い
た
。
町
と
し
て
も
埼
玉
中
部
資
源

循
環
組
合
に
意
見
を
伝
え
対
応
し
て
い
く
。

問�

町
財
政
を
圧
迫
す
る

　
　
ご
み
焼
却
施
設
建
設
は
見
直
し
を

答
ご
指
摘
は
組
合
に
伝
え
る
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平成３１年₃月議会総括質疑

滑川町全体の予算規模

96億7,354万8千円
区　　分 平成 31 年度（A） 平成 30 年度（B） 増減額（A-B） 前年度比（％）

一 般 会 計 5,760,000 5,822,000 △ 62,000 △ 1.1
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 1,602,400 1,580,000 22,400 1.4
介 護 保 険 特 別 会 計 1,136,220 1,091,996 44,224 4.0
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 165,073 152,000 13,073 8.6
下 水 道 事 業 特 別 会 計 363,000 394,000 △ 31,000 △ 7.9
農業集落排水事業特別会計 94,500 91,000 3,500 3.8
浄 化 槽 事 業 特 別 会 計 60,300 55,100 5,200 9.4
水 道 事 業 企 業 会 計 492,055 484,698 7,357 1.5

合　　計 9,673,548 9,670,794 2,754 0.03

【誰もが生涯安心して暮らせるまちづくり】� （単位：千円）
▪妊婦健康診査業務委託料 15,000 
▪予防接種委託料 43,543 
▪検診・検査（健康診査事業）委託料 13,465 

新▪子ども・子育て支援事業計画策定業務委託料 2,530 
▪児童手当 370,320 
▪こども医療費 65,000 
▪放課後児童対策事業委託料 70,739 
▪保育所保育実施委託料 486,606 

新▪子育て支援センター整備経費 5,438 
▪障害福祉サービス介護給付費・訓練等給付費 205,549 
▪重度心身障害者医療費 40,284 
▪敬老年金 9,715 

新▪高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画策定業務委託料 1,463 
▪国民健康保険特別会計繰出金 73,025 
▪介護保険特別会計繰出金 146,973 
▪後期高齢者医療広域連合市町村負担金 124,953

【豊かな心と文化を育むまちづくり】
▪学習、生活指導支援員賃金 16,420

新▪社会科副読本作成等委託料 2,594
新▪スクール・サポート・スタッフ報償 567

▪英語指導助手派遣委託料 12,871
▪月の輪小学校等 PFI 事業経費（施設整備分） 34,115
▪プレハブ校舎等借上料（宮小） 23,847
▪プレハブ校舎等借上料（滑中） 20,034
▪園児用バス運転業務等委託料 11,121
▪給食委託料 81,189
▪給食用品費 92,545

【暮らしやすい快適なまちづくり】
▪比企広域消防組合常備消防費負担金 284,103

新▪防災メール配信システム業務委託料 955
新▪参議院議員選挙費 10,765

▪一般廃棄物収集運搬委託料 77,000
▪埼玉中部資源循環組合負担金 27,186
▪小川地区衛生組合塵芥処理費負担金 147,866
▪小川地区衛生組合し尿処理費負担金 53,116

新▪ため池耐震調査業務委託料 121,000
新▪橋梁長寿命化修繕工事 55,000
【特性を活かした活力ある産業のまちづくり】

▪多面的機能支払交付金 9,697
▪企業誘致奨励金 9,320
▪森林公園年間パスポート券購入補助金 635

【町民との協働による自立可能なまちづくり】�
新▪町勢要覧作成委託料 2,000
新▪第５次滑川町総合振興計画・後期基本計画策定委託料 3,825

▪コミュニティセンター運営管理委託料 18,871
新▪土地鑑定評価委託料 13,972

平成３１年度予算の主な事業　(＊一部抜粋）

【単位：千円】

（前年度比　275万4千円、0.03％の増）



新
ご
み
処
理
施
設
に
つ
い
て

🆀
平
成
30
年
度
の
補
正
予
算
で

土
地
購
入
費
、
物
件
補
償
等
、
減

額
し
た
と
な
っ
て
い
る
。
理
由
は

何
か
。

A
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
見
直

し
、
一
年
先
送
り
す
る
こ
と
に

な
っ
た
た
め
、
31
年
度
に
繰
越
し

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

🆀
一
年
先
送
り
し
た
こ
と
に
よ

り
予
定
通
り
の
計
画
で
35
年
度
に

稼
動
で
き
る
の
か
。

A
予
定
通
り
に
間
に
合
う
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

都
の
高
速
道
路
橋
の
早
期
修
繕
を

🆀
森
林
公
園
駅
南
口
か
ら
工
業

団
地
に
至
る
高
速
道
路
上
の
橋
は

建
設
後
年
数
が
経
過
し
細
か
い
ひ

び
割
れ
や
一
部
に
鉄
筋
が
見
え

る
。
都
地
区
に
お
住
ま
い
の
方
や

歴
代
区
長
か
ら
早
期
修
繕
の
要
望

が
あ
る
。

A
今
年
度
か
ら
補
修
を
始
め
る
。

今
回
５
，５
０
０
万
円
の
予
算
を

組
み
町
道
と
し
て
利
用
し
て
い
る

路
面
の
修
繕
を
行
う
。

　
そ
の
他
の
部
分
は
来
年
度
に
補

修
を
実
施
し
安
全
面
に
配
慮
す

る
。中

学
校
補
助
教
諭
賃
金
に
つ
い
て

🆀
英
語
指
導
助
手
派
遣
委
託
料

１
，２
８
７
万
円（
３
人
）、
35
人

　
町
議
会
は
、
平
成
31
年
度
予
算
の
審
議
の
た

め
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
審
議
を

行
い
ま
し
た
。

　
平
成
31
年
度
予
算
編
成
は
、
こ
れ
ま
で
続
け

て
き
た
健
康
づ
く
り
事
業
や
子
育
て
支
援
と
し

て
の
学
校
給
食
の
無
償
化
事
業
、
子
ど
も
医
療

費
の
18
歳
ま
で
の
無
料
化
事
業
を
堅
持
し
、
た

め
池
耐
震
調
査
、
橋
梁
長
寿
化
を
は
じ
め
と
し

た
「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め
の

予
算
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
、
57
億
６
，

０
０
０
万
円
で
前
年
度
の
58
億
２
，２
０
０
万

円
に
比
べ
△
６
，２
０
０
万
円
、
率
に
し
て
１・

１
％
減
の
予
算
と
な
り
ま
し
た
。
減
額
の
要
因

と
し
て
は
、
防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
等
整

備
工
事
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
道

路
等
工
事
、
団
体
営

両
表
・
大
木
地
区

土
地
改
良
事
業
補
助

金
、
団
体
営
羽
尾
中

部
地
区
土
地
改
良
事

業
補
助
金
の
終
了
な

ど
が
あ
り
ま
す
が
、

保
育
所
保
育
実
施
委

託
料
や
放
課
後
児
童

対
策
事
業
委
託
料
は

増
額
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

学
級
の
た
め
の
滑
川
中
学
校
補
助

教
諭
賃
金
２
７
１
万
円（
１
人
）と

あ
る
。
英
語
指
導
助
手
１
人
当
た

り
４
２
０
万
円
に
対
し
補
助
教
諭

の
賃
金
が
少
な
い
の
で
は
な
い
か
。

A
英
語
指
導
助
手
は
派
遣
会
社

の
負
担
す
る
諸
費
用
も
含
む
。
補

助
教
諭
は
時
給
１
，４
０
０
円
、

手
当
も
含
め
る
と
年
約
３
３
０
万

円
程
度
に
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

農
業
集
落
排
水
事
業
に
つ
い
て

🆀
施
設
建
設
費
に
最
適
整
備
構

想
策
定
業
務
委
託
料
７
０
０
万
円

と
あ
り
金
額
が
大
き
い
が
、
内
容

は
計
画
策
定
業
務
の
み
、
紙
と

デ
ー
タ
が
成
果
物
で
よ
い
か
。

A
10
分
の
10
の
国
の
補
助
事
業

で
、４
区
の
管
渠
に
つ
い
て
今
後
の

維
持
管
理
計
画
を
練
る
も
の
で
あ

る
。紙
と
デ
ー
タ
が
成
果
物
で
あ
る
。

新
ご
み
処
理
施
設
の
訴
訟
リ
ス
ク
は

🆀
埼
玉
中
部
資
源
循
環
組
合
負

担
金
２
，７
１
８
万
円
に
つ
い
て
、

現
在
建
設
反
対
の
訴
訟
が
出
て
お

り
、
裁
判
と
並
行
し
て
事
業
を
進

め
る
こ
と
は
リ
ス
ク
を
感
じ
る
。

仮
に
建
設
中
止
と
な
っ
た
場
合
、

支
払
っ
た
負
担
金
に
対
し
得
ら
れ

な
か
っ
た
利
益
分
は
戻
す
よ
う
滑

川
町
が
組
合
に
請
求
す
る
権
利
は

あ
る
の
か
。

A
こ
れ
ま
で
支
払
っ
た
負
担
金

に
つ
い
て
、
構
成
市
町
村
が
合
意

の
も
と
に
組
合
を
立
ち
上
げ
た
訳

な
の
で
戻
る
こ
と
は
な
い
と
思
う

が
、
組
合
に
問
い
合
わ
せ
な
い
と

わ
か
ら
な
い
。

地
震
に
よ
る
た
め
池
被
害
は

🆀
た
め
池
耐
震
調
査
業
務
委
託

料
１
億
２
，１
０
０
万
円
に
つ
い

て
、
地
震
に
よ
っ
て
た
め
池
か
ら

ど
の
よ
う
な
被
害
を
予
測
し
て
い

る
の
か
。

A
堤
防
決
壊
に
よ
り
下
流
の
家

屋
等
へ
の
被
害
を
想
定
し
て
い

る
。
国
費
１
０
０
％
の
補
助
事
業

で
あ
る
。

🆀
過
去
に
決
壊
し
て
被
害
が
出

た
例
は
あ
る
の
か
。

A
昭
和
57
年
９
月
11-

12
日
の

台
風
で
、
中
尾
の
入
沼
・
上
沼
、

上
福
田
の
耕
作
沼
が
決
壊
し
、
下

の
農
地
に
被
害
が
出
て
い
る
。

要
望 

災
害
対
策
と
し
て
優
先
順

位
が
高
い
の
か
疑
問
。
町
が
本
当

に
必
要
な
も
の
を
優
先
し
て
ほ
し

い
。放

課
後
児
童
施
設
に
つ
い
て

🆀
放
課
後
児
童
対
策
事
業
と
し

て
新
た
に
施
設
を
設
置
す
る
よ
う

だ
が
、そ
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

A
学
童
保
育
運
営
協
議
会
わ
く

わ
く
ク
ラ
ブ
と
し
て
、
宮
前
小
学

校
東
側
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
の
空
き
教

室
を
利
用
し
て
平
成
31
年
度
か
ら

実
施
す
る
。ま
た
、町
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

44

平成
３１年度
予算 96億7,354万8千円

町全体の予算規模
予算審査特別委員会

一
般
会
計
予
算
額

57
億
６
，０
０
０
万
円

修繕される高速道路橋



法
人
で
も
新
た
に
学
童
保
育
を
実

施
し
た
い
と
の
申
し
出
が
あ
る
。

来
年
度
入
所
を
希
望
し
て
い
る
生

徒
が
現
在
２
６
５
名
い
る
が
、
全

施
設
の
累
計
定
員
内
な
の
で
待
機

児
童
は
発
生
し
な
い
。

歯
科
口
腔
保
健
推
進
を

🆀
昨
年
、
滑
川
町
歯
科
口
腔
保

健
に
関
す
る
条
例
が
制
定
さ
れ

た
。
特
に
健
康
寿
命
の
延
伸
に
は

歯
科
口
腔
保
健
の
推
進
が
重
要
と

考
え
る
が
、
今
後
の
施
策
に
つ
い

て
伺
う
。

A
成
人
歯
科
検
診
を
実
施
し
て

い
る
が
、
高
齢
者
の
方
の
受
診
が

少
な
い
。
今
後
、
高
齢
者
の
方
の

受
診
率
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の

Ｐ
Ｒ
を
検
討
し
て
い
く
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
一
括
借
上
げ
を

🆀
平
成
31
年
度
予
算
の
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
借
上

げ
の
件
だ
が
、
各
課・
局
で
各
々

借
上
げ
の
契
約
等
を
し
て
い
る
が
、

担
当
を
一
元
化
し
て
事
務
の
効

率・
合
理
化
を
図
れ
ば
数
が
ま
と

ま
り
１
台
当
た
り
の
単
価
も
安
価

で
契
約
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

A
平
成
28
年
度
策
定
し
た
補
助
費

等
・
物
件
費
の
見
直
し
方
針
に
お
い

て
一
括
発
注
に
よ
る
ス
リ
ム
化
が
謳

わ
れ
て
い
る
。
今
後
は
こ
う
い
っ
た

部
分
に
つ
い
て
も
一
括
発
注
を
視
野

に
入
れ
て
検
討
し
て
い
く
。

た
め
池
耐
震
調
査
は

🆀
農
林
水
産
業
費
と
し
て

「
た
め
池
耐
震
調
査
費
」
を
約

１
億
２
，０
０
０
万
円
を
計
上
し

て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
調
査
な

の
か
。

A
水
害
等
の
防
災
対
策
の
観
点
か

ら
、
今
年
は
町
内
の
24
か
所
の
た

め
池
の
耐
震
調
査
を
行
う
。
業
者

等
は
こ
れ
か
ら
選
定
し
て
い
く
が
、

対
象
の
た
め
池
が
決
定
し
た
ら
、

地
域
の
水
利
組
合
等
に
連
絡
を
し
、

結
果
に
つ
い
て
も
報
告
す
る
。

教
育
無
償
化
の
町
へ
の
負
担
は

🆀
国
の
無
償
化
に
関
わ
る
予
算

は
。
全
額
町
の
負
担
に
な
る
の
で

は
。A滑

川
幼
稚
園
が
対
象
に
な
る
。

10
月
以
降
は
３
歳
か
ら
５
歳
児
の

保
護
者
か
ら
は
徴
収
し
な
い
。
今

年
度
は
代
替
と
し
て
国
か
ら
臨
時

交
付
金
が
見
込
ま
れ
る
。

就
学
援
助
の
入
学
前
支
給
を

🆀
就
学
援
助
の
入
学
前
支
給
を

全
国
７
割
の
自
治
体
で
や
っ
て
い

る
。
現
在
町
が
や
っ
て
い
る
貸
付

制
度
と
同
様
か
。
な
ぜ
、
前
倒
し

支
給
が
で
き
な
い
の
か
。

A
現
在
は
就
学
援
助
を
担
保
と

し
て
貸
付
を
行
っ
て
い
る
。
教
育

資
金
貸
付
金
制
度
が
先
に
で
き
た

た
め
。

🆀
就
学
援
助
の
枠
も
広
が
り
、

入
学
準
備
金
が
小
学
校
・
中
学
校

と
も
に
１
万
円
引
き
上
が
っ
た
。

ア
ル
バ
ム
代
も
設
け
ら
れ
た
。
制

度
の
移
行
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

A
就
学
援
助
制
度
は
、
全
校
児

童・生
徒
に
周
知
し
て
い
る
。今
後
、

利
用
者
の
利
便
性
も
考
え
、
貸
付

制
度
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

タ
ー
ナ
ち
ゃ
ん
号
の
利
用
日
数
増
を

🆀
デ
マ
ン
ド
交
通
の
回
数
増
の

要
望
が
あ
る
が
検
討
は
。

A
平
成
29
年
度
の
利
用
者
は
１

日
56
人
、
ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
と
き

は
１
日
57
人
で
ほ
ぼ
同
数
。
運
行

日
数
が
1
日
増
え
、
ド
ア
ツ
ー
ド

ア
の
利
点
も
出
た
。
31
年
度
で

断
っ
た
の
は
25
件
あ
っ
た
。
来
年

度
も
週
３
回
で
運
行
す
る
。

肺
炎
球
菌
補
助
回
数
の
増
を

🆀
予
防
接
種
の
肺
炎
球
菌
補
助

が
、
接
種
率
が
低
い
た
め
国
の
政

策
で
復
活
し
た
。
こ
れ
ま
で
ど
お

り
の
補
助
が
出
る
の
か
。
ま
た
、

1
回
だ
け
し
か
補
助
が
出
な
い
の

か
。
補
助
の
回
数
を
増
や
し
て
ほ

し
い
。

A
こ
れ
ま
で
と
同
様
の
補
助
と

な
る
。
回
数
に
つ
い
て
は
、
高
齢

に
な
っ
て
ワ
ク
チ
ン
を
体
内
に
入

れ
る
リ
ス
ク
に
つ
い
て
学
会
で
意

見
も
あ
り
、
逆
に
身
体
に
悪
い
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
も
あ
る
。
た
だ

し
、
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
も
認
め

ら
れ
て
お
り
、
２
回
目
以
降
は
医

師
と
相
談
し
て
自
己
判
断
で
受
け

て
も
ら
う
と
い
う
意
味
で
、
補
助

は
生
涯
1
回
と
な
っ
て
い
る
。

長
寿
ふ
れ
あ
い
入
浴
券
の
代
替
の
検
討
を

🆀
長
寿
ふ
れ
あ
い
入
浴
券
に
つ

い
て
来
年
度
は
そ
の
代
替
に
つ
い

て
ど
う
検
討
す
る
の
か
。

A
町
と
し
て
も
困
惑
し
て
き
た
。

滑
川
温
泉
に
つ
い
て
は
、
再
開
か

閉
鎖
か
正
式
に
話
を
伺
っ
て
い
な

い
。
滑
川
温
泉
の
再
利
用
も
視
野

に
入
れ
な
が
ら
検
討
し
て
い
る
。

町
の
い
じ
め
対
策
は

🆀
い
じ
め
問
題
の
対
策
に
つ
い

て
、
町
が
取
り
組
む
全
体
像
は
。

A
学
校
で
い
じ
め
の
調
査
、次
に

教
育
委
員
会
で
調
査
、い
じ
め
問
題

調
査
審
議
会
、さ
ら
に
町
の
い
じ
め

問
題
再
調
査
委
員
会
で
諮
る
。

施
設
利
用
料
の
町
民
負
担
は
抑
え
て

🆀
社
会
教
育
施
設
の
利
用
料
に

つ
い
て
町
民
は
高
い
税
金
を
払
っ

て
い
る
。
そ
の
上
利
用
料
を
払
え

と
い
う
の
は
納
得
で
き
な
い
。
他

の
市
町
村
の
利
用
料
は
。

A
町
教
育
委
員
会
の
窓
口
で
閲

覧
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

新
ご
み
処
理
施
設
建
設
の
説
明
会
を

🆀
埼
玉
中
部
資
源
循
環
組
合
へ

の
質
問
が
他
の
３
人
の
議
員
か
ら

出
た
。
将
来
ど
う
な
る
か
不
安
が

大
き
い
。
組
合
か
ら
の
説
明
会
を

議
員
に
向
け
て
や
っ
て
ほ
し
い
。

A
細
か
い
点
に
つ
い
て
、
埼
玉

中
部
資
源
循
環
組
合
と
議
員
と
が

全
員
で
協
議
会
な
ど
で
話
合
い
が

で
き
る
よ
う
、
組
合
に
問
い
合
わ

せ
て
い
く
。

保
育
士
の
処
遇
改
善
を

🆀
現
在
の
待
機
児
童
数
は
。

A
平
成
31
年
度
は
申
込
み

５
８
９
人
（
昨
年
５
０
８
人
）、

入
所
が
５
３
３
人
（
昨
年
４
７
４

人
）
で
待
機
児
童
は
56
人
。

🆀
保
育
士
が
足
り
な
い
た
め
に

受
け
入
れ
で
き
な
い
保
育
所
は
あ

る
か
。

A
保
育
士
が
い
れ
ば
１
園
で
０

歳
児
の
受
け
入
れ
が
可
能
。

要
望 

待
機
児
童
対
策
か
ら
も
保

育
士
の
処
遇
改
善
が
必
要
だ
。
抜

本
的
な
解
決
に
向
け
て
国
・
県
に

も
働
き
か
け
る
こ
と
を
求
め
る
。

危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
調
査
を

🆀
地
震
で
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
倒
れ

る
被
害
が
あ
っ
た
。
国
も
予
算
を

つ
け
て
い
る
が
調
査
を
し
て
い
る

か
。A学

校
敷
地
内
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀

施
設
は
調
査
済
み
で
あ
り
、
通
学

路
に
つ
い
て
は
今
後
調
査
の
実
施

を
検
討
し
て
い
く
。
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国
の
介
護
保
険
は
ず
し
の
影
響
は

🆀
介
護
保
険
の
給
付
費
の
減
は
、

国
が
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
介
護
保
険

か
ら
は
ず
し
地
域
総
合
事
業
に
移

行
さ
せ
て
き
た
か
ら
で
は
な
い

か
。今
後
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
。

A
地
域
支
援
事
業
費
の
予
防
に

か
か
る
経
費
で
増
え
た
の
は
、
介

護
予
防
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

費
で
大
幅
な
増
。
軽
度
の
方
（
要

支
援
１・
２
）、
ま
た
、
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
で
簡
易
的
に
総
合
事
業
対

象
者
と
な
っ
た
方
、
訪
問
型
サ
ー

ビ
ス
と
通
所
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る

費
用
で
す
。
町
で
は
軽
度
の
う
ち

に
介
護
保
険
を
利
用
し
て
自
立
支

援
、
重
度
化
防
止
を
し
て
い
る
。

予
算
が
減
っ
た
の
は
、
旧
介
護
家

族
支
援
事
業
で
紙
お
む
つ
支
援
事

業
、
寝
た
き
り
老
人
手
当
支
給
事

業
を
平
成
30
年
度
ま
で
は
介
護
保

険
の
特
別
会
計
の
地
域
支
援
事
業

費
と
し
て
行
っ
て
い
た
が
、
国
の

要
綱
が
変
わ
り
、
国
の
対
象
が
介

護
保
険
を
利
用
し
て
い
な
い
方
の

た
め
の
家
族
支
援
に
な
っ
た
た

め
。
町
で
は
、
寝
た
き
り
老
人
手

当
は
要
介
護
4
・
5
の
方
、
紙
お

む
つ
支
給
事
業
は
要
介
護
３・
４・

５
の
方
と
し
て
お
り
、
す
べ
て
が

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

い
る
方
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
国
の
要
綱
が
変
更
に
な
っ
た

の
で
、
平
成
31
年
度
に
は
こ
れ
を

特
別
会
計
か
ら
一
般
会
計
で
寝
た

き
り
老
人
手
当
と
紙
お
む
つ
支
給

事
業
を
行
う
こ
と
と
な
る
。

子
ど
も
と
お
年
寄
り
の
居
場
所
を

🆀
お
年
寄
り
と
子
ど
も
の
居
場

所
と
し
て
、
子
ど
も
食
堂
な
ど
を

利
用
で
き
な
い
か
。

A
幼
児
と
お
年
寄
り
が
一
堂
に

集
ま
る
場
は
、
非
常
に
貴
重
な
時

間
に
な
る
。
各
地
区
の
理
解
を
得

て
、
進
め
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て

い
る
。

国
保
税
の
負
担
軽
減
を

🆀
国
保
新
聞
に
よ
る
と
所
得
に

占
め
る
国
保
税
の
割
合
が
１
割
に

も
な
っ
て
い
る
と
出
て
い
る
。
あ

る
調
査
で
は
国
保
加
入
者
の
所
得

が
２
割
下
が
り
、
逆
に
国
保
税
負

担
が
２
割
増
え
た
と
あ
る
。
こ
の

負
担
は
大
変
な
負
担
だ
。

A
国
保
加
入
者
の
所
得
は
下

が
っ
て
い
る
。
所
得
に
占
め
る
の

が
１
割
か
ら
２
割
に
及
ぶ
。
生
活

を
圧
迫
す
る
大
変
な
こ
と
だ
。
平

成
30
年
の
改
正
で
軽
減
措
置
が
７

割
、
５
割
、
２
割
と
な
り
、
軽
減

の
拡
大
が
行
わ
れ
た
。

子
ど
も
の
均
等
割
の
軽
減
を

🆀
賦
課
方
式
が
４
方
式
か
ら
２

方
式
に
変
わ
っ
た
。
２
方
式
の
中

で
、
均
等
割
は
他
の
健
保
に
は
な

い
制
度
。
均
等
割
の
子
ど
も
部
分

を
は
ず
し
て
い
る
地
域
も
あ
る
。

検
討
し
て
ほ
し
い
。
国
保
制
度
は

最
後
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と

し
て
の
社
会
保
障
の
ひ
と
つ
で
は

な
い
の
か
。

A
国
が
応
能
割
・
応
益
割
を
50

対
50
に
近
づ
け
る
よ
う
に
求
め
て

き
て
い
る
。
滑
川
町
で
は
子
育
て

支
援
策
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
検

討
し
て
い
く
。
社
会
保
障
の
中
の

国
保
で
あ
る
。
平
等
に
医
療
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
保

険
者
の
務
め
で
あ
り
、
保
険
税
を

徴
収
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
仕
組

み
も
あ
る
。

臨
時
財
政
対
策
債
の
見
直
し
を

🆀
臨
時
財
政
対
策
債
が

32
億
２
，０
０
０
万
円
に
増
え
た

の
は
な
ぜ
か
。

A
普
通
交
付
税
は
町
の
必
要
経

費
を
出
し
て
、
町
独
自
の
収
入
が

い
く
ら
あ
る
か
。
そ
の
差
が
交
付

額
に
な
る
。
臨
時
財
政
対
策
債
の

返
済
が
町
の
財
政
力
で
判
断
さ

れ
、滑
川
町
の
財
政
力
指
数
は
０・

９
２
で
、
９
割
２
分
を
自
己
負
担

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
か
ら

来
る
の
は
８
分
だ
け
と
な
る
。

🆀
本
来
交
付
税
で
ま
か
な
わ
れ

る
べ
き
も
の
を
自
治
体
が
肩
代
わ

り
し
て
借
金
す
る
。
そ
の
分
を
交

付
税
で
返
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
返
っ
て
こ
な
い
と

い
う
こ
と
か
。

A
そ
の
と
お
り
で
す
。

🆀
今
後
の
見
通
し
は
。

A
増
え
る
見
通
し
。
地
方
債
の
残

高
は
減
っ
て
い
る
が
、
臨
時
財
政

対
策
債
の
割
合
は
高
く
な
っ
て
い

る
。
地
方
交
付
税
の
法
定
率
を
上

げ
、
現
金
で
も
ら
え
る
よ
う
に
制

度
の
改
正
を
国
へ
要
望
し
て
い
く
。

町
臨
時
職
員
の
賃
金
改
善
を

🆀
埼
玉
県
の
最
低
賃
金
は

８
９
８
円
だ
が
、
町
の
臨
時
職
員

の
賃
金
は
。

A
時
給
９
０
０
円
で
す
。

🆀
川
島
町
で
は
一
時
金
の
支
給

な
ど
改
善
策
を
行
っ
て
い
る
。
他

の
手
当
は
あ
る
か
。

A
平
成
31
年
度
か
ら
会
計
年
度

任
用
職
員
へ
の
移
行
が
始
ま
る
。

そ
の
中
で
、一
時
金
、扶
養
手
当
、

住
宅
手
当
な
ど
を
支
給
す
る
予
定

だ
。🆀全

国
一
律
１
，０
０
０
円
の

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
を
全
国
の

労
働
組
合
が
求
め
て
い
る
。
臨
時

職
員
の
働
き
方
は
ど
う
か
。

A
常
勤
が
３
分
の
１
、
そ
れ
以

外
は
パ
ー
ト
。

要
望 

常
勤
が
増
え
、
暮
ら
し
の

た
め
に
働
い
て
い
る
方
が
多
く

な
っ
て
き
た
。
行
政
が
他
の
産
業

の
模
範
と
な
る
よ
う
に
賃
金
や
働

き
方
の
改
善
を
求
め
る
。

中
小
業
者
の
仕
事
を
支
え
て

🆀
企
業
誘
致
奨
励
金
に

９
３
２
万
円
充
て
ら
れ
て
い
る
が

効
果
は
。

A
町
内
の
雇
用
も
あ
り
、
納
税

の
効
果
も
あ
る
。

🆀
町
の
中
小
業
者
の
話
で
は
、

中
国
経
済
の
落
ち
込
み
で
仕
事
が

激
減
し
大
変
と
い
う
。
大
き
な
企

業
を
誘
致
す
る
こ
と
も
必
要
だ
が
、

一
方
で
中
小
零
細
業
者
の
仕
事
を

支
え
る
こ
と
も
必
要
だ
と
思
う
。

A
商
工
会
を
通
じ
て
、
利
子
補

給
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

耐
震
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
の
拡
充
を

🆀
商
店
や
お
店
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に

使
え
る
よ
う
な
耐
震
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
制
度
の
拡
充
は
で
き
な
い
か
。

A
要
望
を
確
認
し
て
や
っ
て
い

き
た
い
。

た
め
池
の
有
効
性
を
町
民
に

🆀
た
め
池
の
耐
震
診
断
に
国
の

補
助
が
出
る
が
、
本
体
工
事
に
出

る
か
わ
か
ら
な
い
。
た
め
池
改
修

に
多
面
的
機
能
支
払
い
交
付
金
は

使
え
な
い
の
か
。

A
多
面
的
機
能
支
払
い
交
付
金

は
、
工
事
委
託
を
外
注
の
場
合
は

２
０
０
万
円
が
限
度
に
な
っ
て
い

る
。た
め
池
の
泥
さ
ら
い
に
は
１
，

０
０
０
万
円
か
ら
２
，０
０
０
万

円
か
か
る
。

🆀
た
め
池
が
環
境
、
防
災
な
ど

の
面
で
有
効
で
あ
る
こ
と
を
町
民
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議
案
審
議

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
報
告

小川町に子育て総合支援センター視察
総
務
経
済
建
設
常
任
委
員
会
報
告

に
知
っ
て
も
ら
い
、
共
同
で
活
用

作
業
に
加
わ
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
し
て
は
ど
う
か
。

A
コ
メ
作
り
に
た
め
池
は
必
要

で
あ
り
、
町
民
に
知
ら
せ
て
い
く

こ
と
は
、
農
業
遺
産
へ
の
取
り
組

み
の
中
で
周
知
し
て
い
く
。

生
産
者
組
合
の
声
聞
い
て

🆀
武
州
こ
ろ
柿
の
干
し
場
の
予

算
に
つ
い
て
生
産
者
組
合
か
ら
の

要
望
を
聞
い
て
や
っ
て
ほ
し
い
。

A
組
合
か
ら
話
を
聞
い
て
予
算

措
置
し
て
い
る
。

す
こ
や
か
サ
ロ
ン
の
今
後
は

🆀
地
域
で
お
年
寄
り
が
集
ま
る

す
こ
や
か
サ
ロ
ン
の
状
況
と
今
後

に
つ
い
て
伺
う
。

A
月
の
輪
地
区
と
下
福
田
地
区

の
２
か
所
で
行
っ
て
い
る
。
う
ま

く
い
っ
て
い
る
の
で
、
今
後
他
の

地
区
で
も
開
催
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

すこやかサロン風景

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
条
例
に
つ
い
て

🆀
第
２
条
の
「
最
も
効
率
的
に

運
用
」
の
文
言
が
入
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
、
効
率
だ
け
を
み
て
学
童

ク
ラ
ブ
を
運
営
す
る
こ
と
は
疑

問
。
他
に
子
ど
も
の
福
祉
を
最
重

要
課
題
と
す
る
よ
う
な
文
言
は

入
っ
て
い
る
の
か
。

A
管
理
全
般
に
お
い
て
効
率
的

に
進
め
る
た
め
に
入
れ
た
文
言
で

あ
る
。
設
置
目
的
の
細
か
な
条
文

は
な
い
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
将
来

的
な
改
正
を
検
討
し
た
い
。

要
望 

学
童
ク
ラ
ブ
に
い
ら
れ
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
子
の
話
も
何

件
か
聞
い
て
い
る
。
効
率
的
な
運

営
も
大
事
だ
が
、
子
ど
も
の
福
祉

を
優
先
し
て
考
え
て
ほ
し
い
。

法
人
税
割
改
正
の
税
収
影
響
は

🆀
法
人
町
民
税
法
人
税
割
の
一

部
改
正
に
よ
る
税
収
の
影
響
は
。

A
平
成
３１
年
10
月
以
降
に
開
始

す
る
事
業
年
度
か
ら
適
用
さ
れ

る
。
概
算
で
平
成
32
年
度
約
２
，

０
０
０
万
円
、平
成
33
年
度
約
４
，

４
３
０
万
円
減
収
と
な
る
。
な

お
、
減
収
分
に
つ
い
て
は
、
国
の

地
方
交
付
税
と
し
て
地
方
に
再
配

分
さ
れ
る
。
ま
た
、
県
の
法
人
事

業
税
収
入
の
７･

７
％
が
法
人
事

業
税
交
付
金
と
し
て
市
町
村
に
配

分
さ
れ
る
な
ど
の
措
置
が
講
じ
ら

れ
る
。

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
減
の
原
因
は

🆀
国
か
ら
の
介
護
保
険
の
給
付

費
で
歳
入
が
不
足
し
て
い
る
の
は

な
ぜ
か
。

A
申
請
額
よ
り
利
用
が
少
な

か
っ
た
。

🆀
利
用
者
が
減
っ
て
い
る
と
な

る
と
、
今
後
、
町
は
利
用
者
の
増

を
見
込
ん
で
い
る
が
ど
う
な
る
の

か
。A今

後
、
介
護
保
険
加
入
者
が

増
え
る
見
込
み
。

🆀
要
支
援
１・
２
が
介
護
保
険

か
ら
は
ず
さ
れ
、
今
度
は
要
介
護

１・
２
の
生
活
援
助
も
は
ず
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
る
。
介
護
保
険
加

入
者
の
人
数
は
増
え
る
が
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ら
れ
る
人
数
は
ど
う
な

る
の
か
。
国
は
介
護
保
険
を
受
け

ら
れ
る
人
を
狭
め
て
い
る
。
介
護

保
険
料
を
払
っ
て
も
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ら
れ
な
い
方
が
年
々
増

え
て
い
る
。

A
町
と
し
て
は
介
護
に
な
ら
な

い
よ
う
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
考
え

て
い
く
。

　
本
施
設
は
、
小
川
高
校
の
東
に
、
旧
福
祉
施
設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

（
改
造
費
用
…
約
２
億
数
千
万
円
）に
よ
り
完
成
し
、
昨
年
４
月
よ
り

活
動
を
開
始
し
て
い
る
。

　
「
コ
コ
ッ
ト
」
と
い
う
愛
称
で
呼
ば
れ
て
お
り
、
子
育
て
に
関
す

る
す
べ
て
の
事
業
を
集
約
し
、
妊
娠
前
か
ら
子
育
て
期
間
ま
で
切
れ

目
の
な
い
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。
地
域

の
子
育
て
支
援
施
設
と
し
て
、
子
育
て
支
援
業
務
、
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
関
連
業
務
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
関
連
業
務
な
ど
の
事
業
を
展

開
し
て
い
る
。
一
時
預
か
り
も
で
き
る
。

地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
の
拠
点
施
設

と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。

　
ち
ょ
う
ど
、
ぴ
よ
ぴ
よ
サ
ロ
ン
が
開
催

さ
れ
て
い
て
、
生
後
１
か
月
か
ら
11
か
月

ま
で
の
親
子
が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
、
楽

し
ん
で
い
る
様
子
を
視
察
で
き
た
。

　
滑
川
町
に
も
必
要
な
施
設
で
あ
る
と
感

じ
て
い
る
。

　

総
務
経
済
建
設
常
任
委
員
会

は
、
交
通
指
導
員
と
ス
ク
ー
ル

ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
と
の
懇
談
会
を

行
い
、要
望
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
要
望
に
つ
い
て
は
、

各
担
当
課
に
報
告
す
る
と
と
も
に

合
同
に
よ
る
調
査
を
実
施
し
、
改

善
を
図
る
よ
う
依
頼
し
た
。

交
通
指
導
員
か
ら
の
主
な
要
望

①�
通
学
路
の
既
設
の
グ
リ
ー
ン
ベ

ル
ト
を
横
断
歩
道
に

②�

通
学
路
の
交
差
点
に
お
け
る
待

機
場
所
の
確
保

③�

下
福
田
地
区
の
歩
道
の
段
差
を

改
善

④�

点
滅
信
号
を
感
知
式
の
信
号
に

変
更

⑤�

児
童
数
の
増
加
に
伴
い
、
指
導

員
定
数
の
増
員

⑥�

通
学
路
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
調
査
を

⑦�

南
部
地
区
か
ら
の
遠
距
離
通
学

児
童
対
策
を
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議
長
あ
い
さ
つ

�

議
長
　
北
堀
　
一
廣

　
本
日
は
お
忙
し
い
中
、
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
一
昨
年
か
ら
、
滑
川
町
議
会
基
本

条
例
第
15
条
に
基
づ
き
、「
議
会
報

告
会
」
並
び
に
「
意
見
交
換
会
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
第
２
回
目
は

関
係
各
位
の
ご
尽
力
を
賜
り
、
多
数

の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
と
こ

ろ
で
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
第
１
部
は
滑
川
町
議
会
議

員
が
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る

か
を
報
告
す
る
場
と
し
て
「
議
会
報

告
」
を
、
第
２
部
は
皆
様
の
声
を
聞

く
場
と
し
て
、
二
つ
の
テ
ー
マ
を
掲

げ
て
「
意
見
交
換
」
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
皆
さ
ん
よ
り
頂
い
た
ご
意
見
に
つ

き
ま
し
て
は
、
す
べ
て
に
お
い
て
解

決
で
き
る
わ
け
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

が
、
今
後
も
継
続
し
て
皆
さ
ん
の
声

を
届
け
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。

　
今
回
の
「
意
見
交
換
」
も
演
題
に

あ
る
と
お
り
、
二
つ
の
テ
ー
マ
を
中

心
と
し
て
意
見
交
換
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。
町
の
財
政
状
況
や
長
期
的

な
取
り
組
み
を
必
要
と
す
る
も
の
も

あ
り
ま
す
が
、
議
員
一
同
、
真
摯
に

耳
を
傾
け
、
こ
の
催
し
を
継
続
し
、

町
政
に
皆
さ
ん
の
声
を
反
映
し
て
ま

い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
本
日
は

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

○�

意
見
交
換
会
に
参
加
さ
れ
た
皆
様
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
等
頂

き
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
の
議

会
活
動
に
活
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。
な
お
、
紙
面
の
都
合

上
、
掲
載
は
一
部
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ　 

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

◦�

視
聴
覚
障
が
い
者
へ
の
安
全
対
策
と
し
て
、
道
路
や
エ
ス
コ
ー

ト
ゾ
ー
ン
の
誘
導
・
警
告
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
造
設
率
を
高
め
て

ほ
し
い
。
ま
た
、
手
助
け
を
す
る
ヘ
ル
パ
ー
の
人
員
を
増
や
し

て
ほ
し
い
。

◦�

町
内
で
空
き
家
が
増
え
て
い
る
が
、
空
き
家
の
調
査
は
行
っ
て

い
る
か
。
ま
た
該
当
す
る
家
の
除
草
等
安
全
対
策
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

　

テ
ー
マ　 

健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り

◦�

高
齢
者
に
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
の
負
担
金
や
保
険

料
の
増
加
が
あ
り
、
子
育
て
世
代
に
は
18
歳
ま
で
の
医
療
費
の

無
料
化
な
ど
、
バ
ラ
ン
ス
を
欠
い
て
い
る
と
思
う
。

◦�

今
後
後
期
高
齢
者
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
が
、
町
の
財
政
が
厳

し
い
中
、
２
０
２
５
年
問
題
に
ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
。
今

後
は
過
剰
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
等
は
見
直
し
て
は
ど
う
か
。

　

テ
ー
マ　 

そ
の
他

◦「
た
め
池
稲
作
農
法
」
が
日
本
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
な
か
っ

　
た
要
因
は
何
か
。

◦�

水
道
の
民
営
化
に
つ
い
て
の
予
定
は
あ
る
の
か
。
ま
た
２
、
３

年
で
水
道
管
の
取
り
替
え
の
予
定
は
あ
る
の
か
。

◦�

総
合
福
祉
施
設
の
建
設
予
定
は
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
の
か
。

現
在
の
予
定
を
知
り
た
い
。

◦�

埋
蔵
文
化
財
の
活
用
に
つ
い
て
、
臨
時
の
展
示
会
や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
博

物
館
等
の
予
定
は
あ
る
か
。　
　

◦�

町
内
で
火
災
発
生
時
の
議
員
の
対
応
や
、
町
と
消
防
団
の
連
携

の
強
化
を
お
願
い
し
た
い
。

◆意見交換
テーマ別に意見交換を実施しました。
テーマ ◦安心・安全なまちづくり

◦健康長寿のまちづくり　◦その他

第３回議会報告会　を実施しました。 【日　時】平成３１年₂月₃日（日）13：30 ～
【場　所】滑川町コミュニティセンター

議会報告会冒頭の様子

北堀一廣議長あいさつ
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第３回議会報告会　を実施しました。報告会当日は町内・町外から６２名の方々に
お越しいただき感謝申し上げます。

◆議会報告 議員の活動について委員会ごとに報告しました。

文教厚生常任委員会総務経済建設常任委員会
平成３０年度の主な活動

平成３０年度の主な活動

◦日本農業遺産「ため池稲作農法」認定の調査
◦大規模災害発生時の視察調査（山梨県甲府市）
◦日本農業遺産認定地域の視察研修（山梨県甲州市）
◦町内防災無線難聴地域の調査
◦町道（１０３号線及び２５７号線）現地調査

なめがわ議会だよりの編集
◦全国町村議会広報研修会への参加（東京）
◦埼玉県町村議会広報研修会への参加（県民健康センター）
◦編集作業は委員全員で行っています
◦議会広報の先進自治体視察

平成３０年度の主な活動

平成３０年度の主な活動

議会運営委員会議会広報発行対策特別委員会

瀬上委員長の説明

菅間委員長（副議長）の説明

上野委員長の説明

◦町内社会教育施設調査
◦�町内教育現場訪問（滑川幼稚園、福田小学校、滑川中学校）
◦地球温暖化防止環境プログラム研修（山梨県北杜市）
◦川越児童相談所視察（児童相談の現状等）
◦小川町子育て総合支援センター視察

議会の運営
◦滑川町議会基本条例の特色
◦第３回議会報告会の準備
◦議会改革の今後の議題
◦議会報告会・議会改革の先進自治体視察

大勢の方々にご参加いただきました 意見交換会の様子

井上委員長の説明
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と
関
越
自
動
車
道
ま
で
の
右
側

歩
道
上
で
発
生
し
た
。
こ
の
場

所
は
５
か
所
の
出
入
口
が
設
け

ら
れ
て
い
て
、
歩
道
の
面
が
凸

凹
し
て
い
て
自
転
車
の
通
行
は

危
険
な
状
態
で
あ
り
、
対
応
を

考
え
て
ほ
し
い
。

答　
現
在
す
ぐ
に
改
修
着
手
で

き
な
い
の
で
、
今
後
の
歩
道
に
つ

い
て
検
討
し
た
い
。

問　
歩
道
に
つ
い
て
は
、
人

家
の
あ
る
所
は
幅
２・
２
ｍ
あ

る
が
、
畑
の
部
分
は
「
土
が
」

歩
道
上
に
出
て
幅
１・
３
ｍ
し

か
利
用
で
き
な
い
の
で
、
至
急

こ
の
部
分
の
み
で
も
歩
道
の
確

保
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答　
畑
の
部
分
の
歩
道
の
確
保

を
至
急
実
施
し
た
い
。

問　
滑
川
中
学
校
の
生
徒
が

通
学
路
に
て
、
自
転
車
で
転
倒

し
、
捻
挫
と
骨
折
を
各
一
件
、

同
じ
歩
道
上
で
発
生
し
て
し
ま

い
、
町
民
よ
り
二
度
と
事
故
が

起
き
な
い
よ
う
に
と
の
お
願
い

が
あ
り
質
問
す
る
。

　
発
生
場
所
は
、
月
輪
の
踏
切

休
館
が
続
く

花
和
楽
の
湯
の
対
応
は

問　
花
和
楽
の
湯
は
株
式
会

社
で
あ
り
、
毎
年
度
事
業
報
告

書
が
法
務
省
に
提
出
さ
れ
て
お

り
、
だ
れ
で
も
閲
覧
自
由
な
の

で
、
役
場
と
し
て
確
認
を
し
て

地
主
会
に
報
告
し
て
ほ
し
い
。

答　
町
と
し
て
は
必
要
な
ら
ば

閲
覧
す
る
が
、
地
主
会
と
し
て
必

要
な
ら
ば
、
基
本
、
地
主
会
で
閲

覧
す
べ
き
と
考
え
る
。

問　
花
和
楽
の
湯
に
対
し

て
、
水
道
料
金
が
数
百
万
円
発

生
し
て
お
り
、
さ
ら
に
休
館
が

続
い
て
い
る
の
で
増
加
す
る

が
、
水
道
課
と
し
て
ど
の
よ
う

な
対
応
を
取
る
か
伺
い
た
い
。

答　
督
促
の
一
方
、
滞
納
が
増

え
ぬ
よ
う
、
休
止
届
の
提
出
を
促

し
て
い
る
。

できるだけ早く
調査したい

通学歩道の見直しを

森
もり

田
た

泰
やす

雄
お

 議員

問

答

段差で危険な歩道
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道路改良を待つ生活道路

女性就業に関する県のＰＲ紙

高
齢
者
・
女
性
へ
の

就
労
の
支
援
・
推
進
を

問　
日
本
で
は
男
女
と
も
平

均
寿
命
が
延
び
て
い
く
と
予
想

さ
れ
て
い
る
。
今
や
高
齢
者
や

女
性
が
経
済
効
果
を
引
き
上
げ

る
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
も
言

わ
れ
て
い
る
。
特
に
平
成
25
年

度
に
「
改
正
高
年
齢
者
雇
用
安

定
法
」
が
施
行
さ
れ
、
本
人
希

望
な
ど
で
継
続
雇
用
も
可
能
に

な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
働
く
意

欲
の
あ
る
人
た
ち
に
対
し
町
で

は
ど
の
よ
う
な
支
援
が
あ
る
の

か
。

答　
町
内
に
は
「
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
」
を
設
け
て
い
る
。

こ
こ
で
働
く
こ
と
を
希
望
さ
れ
て

い
る
人
た
ち
の
登
録
者
数
は
平

成
26
年
１
４
１
人
で
平
成
30
年

1
6
6
人
と
増
え
て
き
て
い
て
、

様
々
な
分
野
で
働
い
て
い
た
だ
い

て
い
る
。

　
ま
た
、
埼
玉
県
女
性
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
で
は
、
就
業
に
関
し
て

の
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
る
が
、
町
と
し
て
は
県
よ
り
町

へ
届
い
た
Ｐ
Ｒ
誌
を
は
じ
め
、「
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
東
松
山
」
の
求
人
募

集
情
報
の
写
し
等
を
カ
タ
ロ
グ
ス

タ
ン
ド
へ
置
き
、
情
報
提
供
に
努

め
て
い
る
。

　
平
成
31
年
度
か
ら
こ
れ
ら
の
周

知
に
つ
い
て
、
町
の
Ｈ
Ｐ
や
広
報

に
掲
載
依
頼
し
就
業
希
望
の
方
々

へ
発
信
し
て
い
き
た
い
。

安
心
・
安
全
な

道
路
環
境
の
整
備
を

問　
下
福
田
地
内
1
1
4
4

号
線
の
一
部
に
常
に
大
型
車
の

駐
車
し
て
い
る
所
が
あ
り
、
以

前
そ
こ
に
駐
車
禁
止
の
路
面
表

示
を
定
め
た
が
薄
れ
て
し
ま

い
、
ま
た
駐
車
し
て
い
る
。
改

修
を
望
む
。

答　
現
場
を
調
整
し
、
早
急
に

改
善
し
た
い
。

問　
用
地
確
保
し
て
あ
る

が
、
工
事
さ
れ
て
い
な
い
道
路

の
工
事
は
。

答　
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
、

緊
急
性
の
高
い
も
の
を
優
先
順
位

を
決
め
て
実
施
し
て
い
る
。
財
政

状
況
に
応
じ
着
実
に
整
備
す
る
よ

う
努
力
し
て
い
く
。

町・県からの就業への
ＰＲを拡大する

高齢者や女性が
もっと活躍できる場を

井
いのうえ

上奈
な ほ こ

保子 議員

問

答
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耕作放棄地

問　
企
業
誘
致
の
施
策
、
長

期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

　
ま
た
、
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
や

産
業
地
の
計
画
整
備
を
進
め
る

う
え
で
地
域
の
特
性
を
考
慮
し

た
施
策
を
考
え
て
い
る
か
。

答　
第
５
次
滑
川
町
総
合
振
興

計
画
の
中
の
土
地
利
用
構
想
図
で

産
業
振
興
エ
リ
ア
と
位
置
付
け
ら

れ
た
場
所
は
、
福
田
地
区
、
山
田

地
区
、
和
泉
地
区
の
３
地
区
。
ま

ち
づ
く
り
は
良
好
な
居
住
環
境
の

保
全
と
秩
序
あ
る
市
街
化
を
誘
導

し
、
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
地
域
特
性

に
応
じ
た
土
地
利
用
を
推
進
す

る
。
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
、
イ
ン

フ
ラ
整
備
に
つ
い
て
、
嵐
山
小
川

I
C
か
ら
熊
谷
市
ま
で
の
ア
ク
セ

ス
道
路
の
新
設
を
県
に
要
望
し
て

い
る
。
こ
の
道
路
に
合
わ
せ
た
土

地
利
用
構
想
計
画
の
見
直
し
を
行

い
、
町
道
の
整
備
や
新
た
な
産
業

振
興
エ
リ
ア
の
検
討
を
行
う
。
こ

の
開
発
は
町
の
将
来
設
計
を
行
う

う
え
で
大
変
重
要
と
認
識
し
て
お

り
、
町
全
体
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

農
業
施
策
の
将
来
像
は

問　
傾
斜
地
の
畑
等
の
耕
作

放
棄
が
散
見
さ
れ
る
が
今
後
の

農
業
政
策
を
ど
う
考
え
て
い
る

か
。
農
業
経
営
環
境
が
厳
し
く

な
る
な
か
、
後
継
者
の
育
成
を

含
め
て
滑
川
町
の
農
業
の
将
来

像
を
ど
う
と
ら
え
て
い
る
か
。

答　
傾
斜
地
の
畑
利
用
は
、
管

理
が
し
や
す
い
栗
の
ポ
ロ
タ
ン
を

推
奨
し
、
苗
木
の
購
入
に
補
助
を

し
て
き
た
。
ポ
ロ
タ
ン
は
評
判
が

よ
く
現
在
町
内
で
約
２
０
０
０
本

が
栽
培
さ
れ
て
い
る
。
ポ
ロ
タ
ン

は
栗
出
荷
組
合
の
ほ
か
遊
休
農
地

を
整
備
し
た
菅
田
の
里
で
、
ま

た
、
武
州
こ
ろ
柿
も
遊
休
農
地
を

整
備
し
た
ぶ
ん
や
ま
の
里
等
で
原

料
の
柿
を
生
産
し
、
武
州
こ
ろ
柿

生
産
者
組
合
が
加
工
し
て
生
産
し

て
い
る
。

　
後
継
者
問
題
は
、
圃
場
整
備
さ

れ
た
農
地
で
集
積
に
よ
る
効
率
化

を
図
り
、
個
人
経
営
か
ら
法
人
経

営
へ
転
換
し
継
続
性
を
図
っ
て
い

く
。

町全体として
取り組んでいきたい

環境保護と企業誘致の
戦略は

内
うち

田
だ

敏
とし

雄
お

 議員

問

答

町名 転用面積
総数 住宅用地 公的施設 

用地
工鉱業

（工場）用地
商業サービス

等用地
その他の
業務用地

その他分類
不能・不明

滑 川 町 411.3 107.6 ― ― ― 303.7 ―
嵐 山 町 199.5 41.3 22.2 ― ― 136.0 ―
小 川 町 346.3 79.0 11.0 ― 60.6 195.8 ―
川 島 町 680.0 319.5 85.6 25.5 50.3 172.7 26.4
吉 見 町 541.5 153.7 2.2 ― 18.6 367.1 ―
鳩 山 町 663.4 54.5 0.2 ― 105.5 112.7 390.5
ときがわ町 210.0 33.1 4.8 ― 69.7 66.8 35.6

公的施設用地とは、学校、公園、道水路等。
商業サービス等用地とは、店舗、流通業施設、レジャー施設等。
その他の業務用地とは、農林業施設、駐車場、資材置き場等。

近隣町別、用途別農地転用状況（平成27年）

平成30年埼玉県統計年鑑より抜粋

単位：ａ
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宮前小学校 学校坂下交差点

対
策
案
４
つ
を
提
示

問　
宮
前
小
学
校
区
の
森
林

公
園
駅
南
側
地
区
の
通
学
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
の
施
策
が
必

要
で
あ
る
。
対
策
案
と
し
て
①

南
部
小
学
校
の
建
設　
②
東
松

山
市
と
区
域
外
就
学
に
つ
い
て

の
再
交
渉　
③
ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
運
行 

④
東
武
東
上
線
を
利

用
し
て
の
月
の
輪
小
学
校
へ
の

通
学
、
が
考
え
ら
れ
る
。
各
案

の
実
現
可
能
性
は
。

答　
①
南
部
小
学
校
…
町
単
独

予
算
で
20
億
円
前
後
の
経
費
を
捻

出
す
る
の
は
ほ
ぼ
不
可
能
。
②
区

域
外
就
学
…
青
鳥
小
学
校
へ
の
通

学
は
、
東
松
山
市
と
滑
川
町
で
取

り
決
め
る
「
協
定
に
よ
る
地
区
指

定
に
よ
る
区
域
外
就
学
」
に
よ
り

実
施
。
東
松
山
市
よ
り
平
成
23
年

度
に
解
消
の
要
望
、
そ
の
後
平
成

26
年
度
に
平
成
28
年
度
解
消
へ
の

強
い
要
望
が
あ
っ
た
。
現
在
、
青

鳥
小
学
校
在
校
生
に
つ
い
て
経
過

措
置
期
間
中
で
あ
り
、
平
成
33
年

度
に
完
全
終
了
す
る
。
協
定
に
基

づ
く
経
過
措
置
中
で
あ
り
、
再
交

渉
は
相
当
困
難
。
③
ス
ク
ー
ル
バ

ス
…
平
成
27
年
見
積
額
は
宮
前
小

学
校
・
福
田
小
学
校
で
９
，８
０

０
万
円
。
対
象
区
域
の
指
定
、
乗

降
車
時
の
児
童
の
確
認
、
受
益
者

負
担
の
観
点
等
の
困
難
性
か
ら
実

現
可
能
性
は
低
い
。
ま
た
以
前
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
導
入
の
代
替
案
と

し
て
、
町
道
１
５
９
号
線
の
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
設
置
を
要
望
ど
お
り

行
っ
た
経
緯
も
あ
る
。
④
電
車
利

用
…
該
当
地
区
２
０
０
～
２
３
０

人
が
移
る
と
、
宮
前
小
学
校
は
一

気
に
小
規
模
校
に
な
っ
て
し
ま

い
、
月
の
輪
小
学
校
は
教
室
不
足

を
招
く
。
実
現
に
は
月
の
輪
小
学

校
の
施
設
整
備
が
前
提
と
な
り
、

財
政
負
担
が
大
き
い
た
め
実
現
は

困
難
。

問　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
、
幼

稚
園
バ
ス
と
同
様
に
考
え
れ
ば

で
き
る
は
ず
。
特
に
小
学
１
・

２
年
生
へ
の
負
担
軽
減
だ
け
で

も
考
え
て
ほ
し
い
。
平
成
31
年

度
幼
稚
園
バ
ス
３
台
の
運
行
予

算
は
１
，１
１
２
万
円
、
見
積

り
９
，８
０
０
万
円
と
は
差
が

大
き
い
が
。

答　
幼
稚
園
バ
ス
１
，１
１
２
万
円

は
運
転
委
託
の
み
の
金
額
で
あ
る
。

要望　
南
部
小
学
校
用
地
の
資

材
置
場
賃
料
１
，４
１
９

万
円
を
す
べ
て
通
学
負
担
軽
減

へ
の
財
源
と
し
て
ほ
し
い
。
現

在
も
町
境
に
戸
建
て
の
建
築
が

進
ん
で
い
る
。
子
ど
も
を
守
る

た
め
に
学
校
の
先
生
も
保
護
者

も
動
く
。
負
担
感
が
大
き
く
な

り
、
そ
こ
が
ひ
ず
み
と
な
ら
な

い
う
ち
に
手
を
う
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

問　
町
長
に
伺
う
。
な
ぜ
南

部
小
学
校
建
設
が
必
要
と
考
え

た
の
か
。

答　
昨
年
９
月
の
立
候
補
に
あ
た

り
南
部
小
学
校
の
建
設
も
公
約
に

あ
げ
た
。
滑
川
町
の
人
口
が
２
０

４
０
年
ま
で
伸
び
る
と
い
う
推
計

が
で
て
お
り
、
将
来
的
に
は
南
部

小
学
校
が
必
要
に
な
る
と
考
え
た
。

問　
対
策
案
の
実
現
可
能
性
も

厳
し
い
現
状
を
ど
う
考
え
る
か
。

答　
予
算
が
厳
し
い
。
町
の
財

政
力
指
数
は
0・
９
２
と
良
い

が
、
国
の
地
方
交
付
税
と
臨
時
財

政
対
策
債
の
仕
組
み
の
た
め
町
財

政
は
厳
し
い
。

４案とも
実現可能性は低い

小学生の通学対策を
建設／区域外就学／バス／電車

上
うえ

野
の

葉
は

月
づき

 議員

問

答

児童数 最も遠い児童の
通学距離

伊古地区 16 人 4.5 ㎞
みなみ野・都・十三塚地区 128 人 4.3 ㎞

【宮前小学校児童の長時間通学・朝６時45分に通学班集合である現状への認識】
　通学距離が比較的長いこと、登下校に１時間以上の時間を要していること、朝
早い時間に出発するため支度や準備に保護者に負担をかけており、多くの協力を
頂いていること、を教育委員会としても認識している。

宮前小学校で通学距離が比較的長い地区の児童数

（全児童数：443人　平成31年３月）
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問　
文
科
省
、
総
務
省
、
経

済
産
業
省
か
ら
、
未
来
の
学
び

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
し
て
、

「
小
学
校
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

育
の
２
０
２
０
年
必
修
化
に
向

け
て
」
と
題
し
、
報
道
が
な
さ

れ
て
い
る
。
将
来
、
わ
が
国
の

競
争
力
を
左
右
す
る
の
は
「
Ⅰ

Ｔ
力
」
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

る
。
現
に
、
90
％
の
職
業
が
、

少
な
く
と
も
基
礎
的
な
「
Ⅰ
Ｔ

ス
キ
ル
」
を
必
要
と
し
て
お

り
、
２
０
２
０
年
ま
で
に
、
37

万
人
も
の
Ⅰ
Ｔ
人
材
が
不
足
す

る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
「
Ⅰ

Ｔ
力
」
を
育
成
し
て
裾
野
を
広

げ
て
お
か
な
け
れ
ば
、
こ
れ
か

ら
の
世
の
中
で
勝
ち
抜
く
こ
と

は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
か

ら
、
小
学
校
に
お
け
る
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
必
修
化
が
推

進
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す

で
に
、
昨
年
か
ら
各
自
治
体
の

特
定
の
学
校
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
模
擬
授
業
を
開
始
し
て
い

る
。
そ
こ
で
、
滑
川
町
の
２
０

２
０
年
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

の
実
施
に
向
け
て
の
準
備
状

況
・
予
定
等
を
伺
う
。

答　
平
成
30
年
度
埼
玉
県
研
究

事
業
と
し
て
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

教
育
推
進
事
業
」
が
開
始
さ
れ
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
の
育
成

事
業
の
モ
デ
ル
校
県
内
８
校
に
、

月
の
輪
小
学
校
が
指
定
さ
れ
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
作
っ
て
、

３
学
年
で
実
践
研
究
を
推
進
し

た
。
昨
年
12
月
７
日
に
90
人
以
上

の
教
育
関
係
者
が
集
い
、
月
の
輪

小
学
校
で
「
授
業
研
究
発
表
会
」

が
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。
今
後
、

町
内
の
各
学
校
で
も
、
実
践
研
究

結
果
を
活
か
し
た
校
内
研
修
を
進

め
る
予
定
で
あ
る
。

行
政
に
ス
マ
ホ
の
活
用
を

問　
埼
玉
県
横
瀬
町
は
、
平

成
28
年
度
よ
り
民
間
企
業
等
か

ら
先
進
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

提
案
し
て
も
ら
い
、
横
瀬
町
が

持
つ
資
源
と
掛
け
合
わ
せ
地
域

活
性
化
を
図
る
、「
官
民
連
携

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
通
称
・

よ
こ
ら
ぼ
）」
を
運
営
し
、
そ

の
な
か
で
、「
小
児
科
オ
ン
ラ

イ
ン
」
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
に
よ

り
子
育
て
に
対
す
る
不
安
の
軽

減
や
安
心
感
・
満
足
感
の
向
上

を
図
る
こ
と
に
よ
り
、「
日
本

一
子
育
て
し
や
す
い
町
」
を
目

指
し
て
い
る
。「
小
児
科
オ
ン

ラ
イ
ン
」は
、多
く
の
ク
リ
ニ
ッ

ク
が
閉
ま
る
午
後
６
時
か
ら
10

時
の
時
間
帯
に
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ア
プ
リ
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」

や
電
話
で
小
児
科
医
に
リ
ア
ル

タ
イ
ム
相
談
が
で
き
る
遠
隔
医

療
相
談
の
こ
と
で
あ
る
。
児
童

虐
待
未
然
防
止
や
健
康
寿
命
を

延
ば
す
活
動
に
も
活
用
で
き
そ

う
で
あ
る
。
滑
川
町
に
お
け
る

ス
マ
ホ
な
ど
の
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル

の
、
行
政
で
の
活
用
状
況
と
今

後
の
活
用
計
画
に
つ
い
て
は
。

答　
滑
川
町
で
は
、
埼
玉
県
が

構
築
し
た
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
を

利
用
し
、
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
会
議

の
参
加
報
告
な
ど
が
可
能
で
あ

り
、
ま
た
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

ぴ
っ
た
り
サ
ー
ビ
ス
か
ら
電
子
申

請
シ
ス
テ
ム
を
経
由
し
て
、
子
育

て
関
連
の
申
請
も
可
能
で
あ
る
。

町
単
独
の
申
請
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
は
、
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る

が
、
児
童
虐
待
未
然
防
止
な
ど
に
有

効
な
ス
マ
ホ
活
用
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
は
、
急
い
で
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。

平成３０年度
埼玉県新規事業

小学校
プログラミング教育

上
うえ

野
の

　廣
ひろし

 議員

問

答

プログラミング授業風景
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学
校
給
食
へ
の
提
供
は

町
内
産
お
米
の
ブ
ラ
ン

ド
力
ア
ッ
プ
に

問　
現
在
、
町
の
学
校
給
食

の
お
米
は
滑
川
産
で
、
年
間
20

ト
ン
消
費
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

お
米
を「
有
機
米
」に
す
る
こ
と

を
提
案
す
る
。
子
ど
も
た
ち
に

安
全
な
ご
飯
の
提
供
を
し
、

「
学
校
給
食
の
安
心
な
お
米
」と

い
う
滑
川
産
米
の
ブ
ラ
ン
ド
力

ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
る
。
子
ど

も
た
ち
が
安
全
安
心
で
お
い
し

い
地
元
の
お
米
を
食
べ
る
こ
と

は
、
健
康
、
食
育
、
地
元
の
農

家
と
の
つ
な
が
り
を
も
つ
大
切

な
こ
と
。「
滑
川
産
有
機
米
」を

学
校
給
食
に
提
供
で
き
る
よ
う

施
策
の
検
討
を
お
願
い
し
た
い
。

答　
現
在
は
、
学
校
給
食
に
滑

川
産
キ
ヌ
ヒ
カ
リ
を
１
０
０
％

使
っ
て
い
る
。
町
特
産
の
谷
津
田

米
は
、
農
薬
も
化
学
肥
料
も
使
用

を
約
半
分
に
抑
え
た
、
県
の「
特

別
栽
培
農
産
物
」の
認
証
を
受
け

て
い
る
。
谷
津
田
米
を
給
食
に
提

供
で
き
る
こ
と
は
、
町
の
農
業
を

知
っ
て
も
ら
う
意
味
で
も
実
現
し

た
い
。

町
職
員
が
二
度
と「
赤

紙
」は
配
ら
な
い
決
意
を

問　
戦
争
中
、
国
の
命
令
で

自
治
体
職
員
が
「
赤
紙
」
を

配
っ
た
。
特
に
兵
事
係
は
徴
兵

検
査
か
ら
招
集
、
志
願
兵
、
馬

な
ど
の
徴
発
、
戦
死
の
告
知
、

軍
人
遺
族
年
金
な
ど
を
担
当
。

自
治
体
職
員
の
存
在
な
し
に
戦

争
の
遂
行
は
不
可
能
だ
っ
た
。

今
ま
た
、
国
の
命
令
で
「
自
衛

隊
員
募
集
」
の
圧
力
が
強
ま
ろ

う
と
し
て
い
る
。
戦
争
の
足
音

が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
だ
。
今

こ
そ
、
地
方
自
治
の
本
旨
「
住

民
の
福
祉
の
た
め
」
の
地
方
自

治
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

答　
住
民
の
福
祉
を
守
る
べ
き

公
務
員
が
戦
争
の
片
棒
を
担
が
さ

れ
た
こ
と
を
思
う
と
忸
怩
た
る
思

い
。
戦
時
下
の
先
輩
た
ち
と
違
い

私
た
ち
は
平
和
行
政
を
追
求
で
き

る
。「
平
和
で
な
け
れ
ば
ど
ん
な

良
い
施
策
も
実
現
で
き
な
い
」
と

い
う
吉
田
町
長
の
言
葉
は
平
和
推

進
の
合
言
葉
。
自
治
体
が
で
き
る

平
和
活
動
を
今
後
も
続
け
て
い

く
。

消
費
税
増
税
で
暮
ら
し

も
町
財
政
も
困
難
に

問　
町
民
の
暮
ら
し
を
破
壊

す
る
消
費
税
増
税
に
は
断
固
反

対
。
町
の
財
政
へ
の
影
響
は
。

答　
平
成
31
年
度
の
消
費
税
増

税
の
影
響
は
１
，５
９
０
万
円
に

上
る
。
こ
の
額
に
見
合
っ
た
節
約

を
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
同
時
に
行

わ
れ
る
法
人
税
の
引
下
げ
や
幼
保

教
育
の
無
償
化
な
ど
、
町
は
ま
す

ま
す
厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら

れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

外
国
人
へ
の
町
の
対
応
は

問　
今
年
の
４
月
か
ら
、
さ

ら
に
多
く
の
外
国
人
労
働
者
の

受
入
れ
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て

い
る
。
町
の
対
応
は
。

答　
現
在
、
４
８
６
人
が
住
民

登
録
。
役
場
が
一
番
身
近
な
窓
口

と
し
て
、
こ
の
町
に
住
ん
で
良

か
っ
た
と
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う

努
め
て
い
く
。

町の農業を知ってもらう
ためにも実現を

学校給食に
滑川産・有機米の提供を

阿
あ

部
べ

弘
ひろ

明
あき

 議員

問

答

召集令状オモテ復刻

谷津全体のイメージ
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月の輪小学校

入学式

16

福田小学校

入学式

宮前小学校

入学式

滑川中学校

入学式

この広報は、再生紙を使い、議員の自主編集で発行しています。

編
集
後
記

表
紙
説
明

まちの未来が見える（３月定例会の傍聴者は３２人）

議会傍聴においでください 次の定例会予定は
６月６日（木）～

　

新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
回
の
「
議
会
だ
よ
り
」

は
新
年
度
予
算
の
審
議
の
様
子
を
掲
載
し
ま
し
た
。
町

は
財
政
が
厳
し
い
中
、
今
年
度
も
「
子
育
て
支
援
」
政

策
を
継
続
。
議
会
も
そ
れ
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
町
の

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
っ
て
い
る
姿
を
先
日
の
卒

業
式
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
６
年
間
の
思
い
出

を
全
員
が
涙
を
流
し
な
が
ら
語
る
姿
は
私
た
ち
の
胸
を

打
ち
ま
し
た
。
も
う
一
つ
、昨
年
の
「
十
代
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
を
拝
見
し
ま
し
た
。
小
・
中
学
生
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
は
、「
家
族
の
大
切
さ
」「
災
害
の
対
応
」「
環
境
」「
高

齢
者
へ
の
思
い
や
り
」「
友
達
」「
差
別
な
い
社
会
」「
平

和
の
大
切
さ
」「
将
来
の
夢
」「
自
然
」、
ど
れ
も
町
の
大

切
な
課
題
で
す
。子
ど
も
た
ち
が「
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
」

と
思
え
る
町
に
し
て
い
く
こ
と
が
議
員
全
員
の
決
意
で

す
。�

（
阿
部　

弘
明
）

【
編
集　

議
会
広
報
発
行
対
策
特
別
委
員
会
】

�

委
員
長　
　

菅
間　

孝
夫　
　

副
委
員
長　

阿
部　

弘
明

�
委　

員　
　

高
坂　

清
二　
　

委　

員　
　

瀬
上　

邦
久

�
委　

員　
　

松
本　

幾
雄　
　

委　

員　
　

服
部　

幸
雄

�

委　

員　
　

上
野　

葉
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

今
回
の
表
紙
は
羽
尾
二
区
で
す
。
宮
前
小
か
ら
コ
ミ

セ
ン
ま
で
の
裏
郷
地
区
は
、
毎
週
水
曜
日
、
週
替
わ
り

で
輪
投
げ
・
健
康
体
操
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
を
行
っ
て
お
り
、
市
野
川
沿
い
の
表
・
平
地
区

は
毎
月
第
３
火
曜
日
に
大
勢
し
て
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
を

し
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
自
分
の
体
調
に
合
わ
せ
、
無

理
な
く
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
は
か
り
交
流
を
深
め
、

楽
し
み
な
が
ら
健
康
管
理
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

羽
二
の
皆
さ
ん
、
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ご入学おめでとうございます


